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 ピアノは 1720 年代に誕生した楽器であるが、ピアノのための本格的なレパートリー
は 18 世紀後半のウィーン古典派から始まり、楽器の発達とともに 19 世紀前半の初期
ロマン派時代にひとつの頂点をなし、19 世紀中葉からのヴィルトゥオーゾ・ピアニス









































域によって音質が異なるという特徴は、ベートーヴェン(Beethoven, Ludwig van 1770









Johan Andreas, 1728～1792)らによって完成され、18 世紀末から 19 世紀中頃にかけ
てウィーンを中心に主流となる。 
 



















ばめたドビュッシー(Debussy, Achille Claud 1862～1818)やラヴェル(Ravel, Joseph 












































































- 75 - 
れのスタイルで発信する、いわばポリグリットな存在であるのが今日のピアニストでは
ないだろうか。 
